
信
仰
の
島 

竹
生
島

　（
所
在
地
　
早
崎
町
）

問
都
市
計
画
課（
☎
６
５–

６
５
６
２
）

　

琵
琶
湖
八
景
の
一
つ
「
深
緑
・
竹
生
島
の

沈
影
」
と
し
て
名
高
い
竹
生
島
は
、
早
崎
町

の
地
先
約
５
㎞
の
琵
琶
湖
に
浮
か
ぶ
面
積

０
・
14
㎢
、
周
囲
２
㎞
の
島
で
、
沖
に
浮
か

ぶ
姿
を
湖
岸
の
広
い
範
囲
か
ら
望
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
写
真
の
三
重
塔
は
文
明
19
年
（
１
４
８
７
）

に
建
立
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
落
雷
で
焼
失
し

ま
し
た
が
、
平
成
12
年
に
約
３
５
０
年
ぶ
り

に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
島
内
に
は
２

つ
の
国
宝
を
含
む
貴
重
な
歴
史
的
建
造
物
が

数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
自
然
景

観
と
一
体
と
な
っ
て
神
秘
的
な
空
間
を
構
成

し
て
い
ま
す
。

　
竹
生
島
は
島
名
の
由
来
と
も
い
わ
れ
て
い

る
“
神
を
斎い
つ

く
島
”
と
し
て
古
く
か
ら
信
仰

を
集
め
て
お
り
、
今
な
お
人
々
の
心
を
ひ
き

つ
け
て
や
み
ま
せ
ん
。

協働でつくる輝きと風格のあるまち
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　北近江の寺院や仏堂に祀られている
多くの観音さま。今もなお地域の人た
ちによって守り継がれています。
　その中から代表的なものをシリーズ
で紹介しています。

北近江の
　観音さま
北近江の
　観音さま

　
茶
碗
祭
の
舞
台
と
し
て
知
ら
れ
る
上
丹
生
薬
師
堂
に
本
像
は
安
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
低
く
抑
え
た
髻
も
と
ど
りや

、丸
み
を
帯
び
た
顔
と
肩
、奥
行
の
浅
い
体
つ
き
な
ど

平
安
時
代
末
期
の
古
風
さ
を
残
し
ま
す
が
、浅
く
簡
略
化
さ
れ
た
衣え

文も
ん
線せ
ん
か
ら
鎌

倉
時
代
前
期（
13
世
紀
前
半
）の
作
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
薄
く
長
く
引
い
た
眼
に
、強
く
す
ぼ
め
た
口
元
、小
さ
く
括く
く

っ
た
顎
と
い
っ
た

個
性
的
な
表
情
は
、薬
師
堂
本
尊
の
木
造
薬
師
如
来
立
像
や
、近
隣
の
洞
寿
院
観

音
堂（
余
呉
町
菅
並
）の
木
造
観
音
菩
薩
立
像
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
重
要
文
化
財
で
あ
る
二
尊
は
、像
背
面
墨ぼ
く
書し
ょ
銘め
い
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
建
保
３

年（
１
２
１
５
）と
そ
の
翌
年
の
作
と
わ
か
る
基
準
作
例
で
、刻
線
で
表
す
線
状
の

衣
文
線
や
、木
目
を
見
せ
る
素し
ら
木き

造
り
も
本
像
と
共
通
し
ま
す
。

　
本
像
は
こ
れ
ら
と
同
じ
工
房
で
つ
く
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
二
尊
は

秘
仏
の
た
め
実
見
が
難
し
く
、詳
細

な
調
査
が
待
た
れ
ま
す
が
、奈
良
や

鎌
倉
を
中
心
に
仏
師
運
慶
や
快
慶

が
活
躍
し
て
い
た
同
時
代
、こ
こ
余

呉
地
域
に
も
仏
師
が
い
た
こ
と
を

想
像
さ
せ
ま
す
。

市
指
定
文
化
財

木
造
聖
観
音
坐
像（
源
昌
寺
）

・
指
定
日
：
平
成
24
年
４
月
24
日

・
所
在
地
：
余
呉
町
上
丹
生

問
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
６
４–

０
３
９
５
）

シリーズ⑭

　
雨
の
日
は
視
界
が
悪
く
な
る
う
え
、窓
ガ
ラ
ス
が
曇
っ
た
り
、路
面
が
滑
り
や
す
く
な

る
な
ど
悪
条
件
が
重
な
る
た
め
、交
通
事
故
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
普
段
よ
り
速
度
を
落
と
し
、十
分
に
車
間
距
離
を
と
っ
て
慎
重
に
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

平成25年の交通事故発生状況（４月末）
人身事故発生件数� 186件（＋２件）
死者� １人（－１人）
傷者� 243人（＋２人）

（前年比）

行
政
information

問
市
民
協
働
推
進
課（
☎
６
５–

８
７
２
２
）

長
浜・木
之
本
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

雨
の
日
の
運
転
に
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

乾燥した路面と濡れた路面での緊急停止距離の違い

行
政
information

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

問
総
務
課（
☎
６
５–

６
５
０
３
）

◆
公
益
社
団
法
人　
全
国
行
政
相
談
委
員
連
合
協
議
会
会
長
表
彰

　

本
表
彰
は
、（
公
社
）全
国
行
政
相
談
委
員
連
合
協
議
会
の
発
展
に
関

し
功
績
の
あ
っ
た
人
に
対
し
、同
協
議
会
長
か
ら
贈
呈
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　
本
年
度
長
浜
市
区
域
か
ら
は
、粟
津
久
子
委
員
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◆
近
畿
行
政
相
談
委
員
連
合
協
議
会
会
長
表
彰

　

本
表
彰
は
、近
畿
行
政
相
談
委
員
連
合
協
議
会
の
発
展
に
関
し
功
績

の
あ
っ
た
人
に
対
し
、同
協
議
会
長
か
ら
贈
呈
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
本
年
度
長
浜
市
区
域
か
ら
は
、池
澤
修
也
委
員
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【委嘱期間】� 22年
（平成３年４月１日～）

【活動状況】� 定例相談所を開設、ま
た10月に西浅井福祉
センターにて相談所を
開設

【委嘱期間】� ８年
（平成17年４月１日～）

【活動状況】� 毎月１回、第２金曜日
に定例相談所を開設、
また10月に浅井支所
にて相談所を開設

粟
あわ

津
づ

 久
ひさ

子
こ

 委員池
いけざわ

澤 修
しゅう

也
や

 委員

約20m

約27m

約36m

約23m

約32m

約43m

40km/h

50km/h

60km/h

行
政
information

７
月
21
日（
日
）は
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す

問
選
挙
管
理
委
員
会（
☎
６
５–

６
５
０
３
）

  

投
票
時
間
は
７
時
～
20
時
で
す

（
一
部
時
間
を
繰
り
上
げ
る
投
票
所
も
あ
り
ま
す
）

投
票
で
き
る
人

　
満
20
歳
以
上
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
人
で
、本
市

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

（
注
）�転
入
後
３
か
月
未
満
の
人
な
ど
、３
か
月
以

上
引
き
続
き
住
ん
で
い
な
い
場
合
は
、長
浜

市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
な
い
た
め
、

転
入
前
の
住
所
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

【
期
日
前
投
票
】

　
投
票
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、期
日
前
投

票
を
し
ま
し
ょ
う
。

お越しの際には投票
所入場整理券をお持
ちください。

会  場 期  間 時  間
本　庁 ７月５日（金）

～７月20日（土）
８時30分
　～20時北部振興局

７支所
（浅井・びわ・虎姫・
湖北・高月・余呉・

西浅井）

７月13日（土）
～７月20日（土）

８時30分
　～18時

【
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
】

　
身
体
に
重
度
の
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
や
、介
護

認
定
で「
要
介
護
５
」と
認
定
さ
れ
た
人
は
、自
宅
で

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
に
は
、事
前

に「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」の
交
付
を
受
け
た
う
え

で
、市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
投
票
用
紙
を
請

求
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、投
票
用
紙
の
請
求
に
は
期
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、早
め
に
右
記
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
病
院
等
に
お
け
る
不
在
者
投
票
】

　

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
病

院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院・
入
所
し
て
い
る
人

は
、当
該
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
当
制
度
に
よ

り
不
在
者
投
票

を
希
望
す
る
人

は
、施
設
の
職

員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

雨の日の停止距離は
普段の約1.2倍
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行
政
information

避
難
支
援・見
守
り
支
え
あ
い
制
度

～
地
域
で
支
え
る　
避
難
支
援
と
日
ご
ろ
の
見
守
り
～
「
い
つ
も
」の
つ
き
あ
い
が「
も
し
も
」に
生
き
る
！

問
社
会
福
祉
課（
☎
６
５–

６
５
３
６
）　
高
齢
福
祉
介
護
課（
☎
６
５–

７
７
８
９
）

　
阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
多
発
す
る
大
き
な

災
害
や
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
の
状
況

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、誰
も
が
地
域
住
民

と
の
つ
な
が
り
や
、絆
づ
く
り
の
大
切
さ
を

再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
特
に
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
な
ど

の
避
難
支
援
や
安
全
確
保
に
あ
た
っ
て
、身

近
な
人
が
声
を
か
け
合
い
、協
力
し
て
行
動

す
る「
支
え
あ
い
の
体
制
」が
あ
る
こ
と
は
、

大
変
重
要
で
す
。

　

各
自
治
会
で
は
、普
段
か
ら
住
民
同
士
の

つ
な
が
り
を
大
事
に
し
、見
守
り
や
声
か
け

な
ど
の
活
動
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
日
ご
ろ
の
積
み
重
ね
が
、明
る
く

住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
、「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い

う
意
識
や
、災
害
発
生
時
の
迅
速
な
行
動
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は「
避
難
支
援・見
守
り
支
え
あ
い
制

度
」に
よ
り
、こ
う
し
た
身
近
な
自
治
会
組
織

が
主
体
と
な
っ
た
体
制
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
な
ど
か
ら

の
申
出
を
受
け
、自
治
会
や
防
災
組
織
、民
生

委
員・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
が
支
援
体
制
を

つ
く
る
と
と
も
に
、市・社
会
福
祉
協
議
会
が

必
要
な
情
報
を
共
有
す
る
も
の
で
す
。

◎
登
録
の
対
象
と
な
る
人

　
「
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
」や「
重

い
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
」な
ど
、日

常
生
活
に
手
助
け
が
必
要
な
人
や
、避

難
す
る
際
に
支
援
が
必
要
な
人
で
す
。

・�

災
害
が
起
き
た
時
に
避
難
情
報
が

伝
わ
り
に
く
く
、情
報
伝
達
に
配
慮

が
必
要
な
人

・�

避
難
が
必
要
か
ど
う
か
自
分
で
判

断
で
き
な
い
人
、一
人
で
避
難
の
準

備
を
す
る
こ
と
が
難
し
い
人�

な
ど

◎
登
録
に
あ
た
っ
て

　
こ
の
制
度
で
は
、申
請
に
も
と
づ
き

登
録
者
の
支
援
に
必
要
な
事
柄
を
ま

と
め
た「
個
別
計
画
」を
自
治
会
で
作

成
し
、こ
の
情
報
を
自
治
会
長
、民
生

委
員
、児
童
委
員
、避
難
支
援
者
、市・

社
会
福
祉
協
議
会
が
共
有
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、登
録
を
希
望
す
る
皆
さ

ん
に
は
、情
報
の
共
有
に
つ
い
て
同
意

い
た
だ
く
こ
と
が
前
提
に
な
り
ま
す
。 「長浜市避難支援・

見守り支えあい制度」
の概要

制度への登録のご案内
自治会や防災組織などによる日ごろの見守り活動を通じ、災害発生時の要援護者の安否確認、救助、避難
誘導の体制を整えるため、災害時の支援を希望する人の登録を随時受付けています。

災害時要援護者
・ひとり暮らしの高齢者
・高齢者のみの世帯
・重いしょうがいのある人　など

登録の申請
情報共有の同意

情報共有

台帳登録者

【市・社会福祉協議会】
　台帳を作成、必要な情報を共有

【自治会】
　避難支援・見守り支えあい計画
　　（個別計画）�の作成

協力 協力

◇見守り支援者
◇避難支援者
◇防災推進員　など

自治会長 民生委員

日ごろの見守り
災害時の避難支援

日ごろの見守り
災害時の避難支援

◎
登
録
方
法

　

登
録
を
希
望
す
る
人
は「
申
請
書
」

お
よ
び「
個
人
情
報
の
取
扱
に
係
る
同

意
書
」を
市
役
所（
高
齢
福
祉
介
護
課
、

し
ょ
う
が
い
福
祉
課
、北
部
振
興
局・

各
支
所
福
祉
生
活
課
）ま
た
は
社
会
福

祉
協
議
会（
各
支
所
含
む
）に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
を
希
望
す
る
人

に
は
、申
請
書・
同
意
書
を
送
り
ま
す

の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

※�

す
で
に
登
録
し
て
い
る
人
、自
治
会

や
支
援
者
の
人
は
、個
別
計
画
の
内

容
を
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

変
更
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。（
登
録
情
報
を
更
新

し
ま
す
）

地
域
の
見
守
り
、

　
　
避
難
支
援
に
つ
い
て

　

支
援
者
と
は
、要
援
護
者
を
日

ご
ろ
か
ら
見
守
り
、避
難
情
報
の

伝
達
や
支
援
体
制
の
確
認
を
す
る

人
で
す
。
こ
の
制
度
は
、あ
く
ま

で
支
援
者
が
善
意
で
行
う
地
域
活

動
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、登
録
者

に
支
援
の
責
任
を
課
す
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、登
録
す
れ
ば
災
害

時
の
支
援
が
必
ず
約
束
さ
れ
る
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、支
援
を
希

望
す
る
人
も
、自
分
の
身
を
自
分

で
守
る
準
備
は
必
要
で
す
。
ま

た
、日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
人
た
ち

と
の
交
流
を
深
め
、い
ざ
と
い
う

と
き
の
支
援
が
円
滑
に
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ふ
だ
ん
か
ら
、あ
な
た
も
私
も

『
ご
き
げ
ん
い
か
が
』の

声
か
け
や
目
配
り
を

申
請
書・同
意
書
提
出
先

高
齢
福
祉
介
護
課
、し
ょ
う
が
い
福

祉
課〈
東
別
館
１
階
〉

北
部
振
興
局・各
支
所
福
祉
生
活
課

社
会
福
祉
協
議
会（
各
支
所
含
む
）

　
申
込
先
：
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　
（
☎
６
５–

６
５
３
６
）

▼
出
前
講
座
を

　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
「
避
難
支
援・
見
守
り
支
え
あ
い
制

度
」を
テ
ー
マ
に
し
た
出
前
講
座
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、ま
ち
づ
く

り
委
員
会
な
ど
、10
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。
制
度
の
内

容
や
個
別
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
詳

し
く
説
明
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　

開
催
希
望
日
、グ
ル
ー
プ
名
、代
表

者
名
、連
絡
先
、参
加
人
数
、会
場
を
電

話
で
左
記
ま
で
。

※�

料
金
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、会
場
は

申
込
み
し
た
グ
ル
ー
プ
で
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。
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行
政
information

新
規
就
農
者
に
補
助
し
ま
す

問
農
政
課（
☎
６
５–

６
５
２
２
）

■
青
年
就
農
給
付
金　
対
象
者
募
集

　

45
歳
未
満
で
独
立・
自
営
就
農
す
る
農
業
者

に
対
し
、農
業
を
始
め
て
か
ら
経
営
が
安
定
す

る
ま
で
の
最
長
５
年
間
、年
間
最
大
１
５
０
万

円
を
給
付
し
ま
す
。

　
給
付
は
半
年
ご
と
に
行
っ
て
お
り
、今
回
、平

成
25
年
度
上
期（
９
月
給
付
予
定
）分
の
対
象
者

を
募
集
し
ま
す
。

【
主
な
応
募
資
格・要
件
】

①�

平
成
20
年
８
月
以
降
に
農
業
経
営
を
開
始
し
、

独
立・
自
営
就
農
時
の
年
齢
が
45
歳
未
満
で
あ

る
人

②�「
人・
農
地
プ
ラ
ン
」に
中
心
と
な
る
経
営
体
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
位
置
づ
け
ら
れ

る
こ
と
が
確
実
と
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と

③�

前
年
度
の
総
所
得
が
２
５
０
万
円
未
満
で
あ
る

こ
と（
前
年
以
前
に
農
業
経
営
を
開
始
し
て
い

る
場
合
）

（
そ
の
他
詳
し
く
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

【
募
集
期
間
】  

７
月
19
日（
金
）ま
で

※�

今
期
以
降
の
給
付
希
望
者
を
把
握
す
る
た
め
、募
集

期
間
終
了
後
も
随
時
相
談
く
だ
さ
い
。

【
応
募
方
法
】

　
下
記
の
申
請
窓
口
で
聞
き
取
り
調
査
を
受
け
、

応
募
資
格
等
の
確
認
を
行
っ
た
う
え
で
、給
付
申

請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、予
算
に
限
り
が
あ
る
た
め
、応
募
資
格
等

を
す
べ
て
満
た
し
た
う
え
で
申
請
し
て
も
、給
付

金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ

ら
か
じ
め
了
承
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は「
チ
ョ
ウ
」が
生
息
す
る
場
所
の
情
報
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
「
こ
こ
で
チ
ョ
ウ
を
見
た
！
」と
い
う
情
報
を
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー

ル
等
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、毎
年
６
月
に
現
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。

　

対
象
者
に
は
用
紙
等
を
郵
送

し
て
い
ま
す
の
で
、必
要
事
項
を

記
入
し
、添
付
書
類
と
と
も
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
添
付
書
類
に
つ
い
て
は
、郵
送

し
た
書
面
を
確
認
く
だ
さ
い
。

【
提
出
期
限
】 

６
月
28
日（
金
）

行
政
information

行
政
information

チ
ョ
ウ
の
調
査
に
協
力
を
お
願
い

し
ま
す

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

問
環
境
保
全
課（
☎
６
５–

６
５
１
３
）

問
子
育
て
支
援
課（
☎
６
５–

６
５
１
４
）

■
新
規
就
農
者
を
支
援
し
ま
す

　

新
規
就
農
に
要
す
る
経
費
に
対
し
、そ

の
費
用
の
一
部
を
補
助（
年
最
大
20
万
円
、

最
長
３
年
間
）し
て
い
ま
す
。

　
申
請
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

【
主
な
対
象
者
要
件
】

①�

55
歳
未
満
で
、市
内
で
独
立・自
営
就
農
す

る
人

②�

農
業
従
事
日
数
が
年
間
１
５
０
日
以
上
見

込
ま
れ
る
こ
と

③�
農
業
経
営
開
始
か
ら
３
年
以
内
で
あ
る
こ
と

（
そ
の
他
詳
し
く
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

【
補
助
額
】

補
助
対
象
経
費
の
半
額（
最
大
20
万
円
ま
で
）

【
補
助
対
象
経
費
】

①�

研
修
に
要
す
る
経
費（
旅
費
、負
担
金
、教

材
費
等
）

②�

生
産
に
要
す
る
経
費（
小
作
料
、農
業
用
資

材
、経
理
用
備
品
等
）

③
生
活
に
要
す
る
経
費（
家
賃
）

問
合
せ・申
請
窓
口

農
政
課〈
東
別
館
５
階
〉

　
　
　
　
　
（
☎
６
５–

６
５
２
２
）

北
部
振
興
局　
産
業
振
興
課

　
　
　
　
　
（
☎
８
２–

５
９
０
２
）

【
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
】

○
あ
な
た
の
住
所（
自
治
会
名
）

○
チ
ョ
ウ
を
見
た
日
時
と
場
所

○�

チ
ョ
ウ
の
種
類（
モ
ン
シ
ロ

チ
ョ
ウ・モ
ン
キ
チ
ョ
ウ・ア

ゲ
ハ
チ
ョ
ウ・
カ
ラ
ス
ア
ゲ

ハ
の
ど
の
仲
間
か
）

○
お
お
よ
そ
の
チ
ョ
ウ
の
数

○
感
想

※�

チ
ョ
ウ
の
種
類（
見
分
け
方
等
）に
つ
い
て
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

情報提供先
環境保全課〈本館２階〉
６５－６５７１

Eメール �kankyou@city.nagahama.lg.jp

提出先と受付時間
○子育て支援課〈東別館１階〉
　平日８時30分～ 17時15分
◦�期間中の毎週木曜日（６月20日、
27日）は19時まで延長
◦�６月23日（日）は日曜窓口を開設
　８時30分～ 17時15分
○北部振興局および各支所福祉生活課
　平日８時30分～ 17時15分

６月23日（日）～ 29日（土）は「男女共同参画週間」です
私たちのまわりの男女のパートナーシップについて、この機会に考えてみませんか？

問 人権施策推進課（☎６５－６５６０）

行
政
information

看護師を募集します（市立湖北病院）
問 市立湖北病院管理課（☎８２－６１４３）

受
験
申
込
書
の
請
求
は
次
ま
で
。

【
受
験
申
込
書
配
布・申
込
窓
口
】

市
立
湖
北
病
院
事
務
局
管
理
課
内

長
浜
市
病
院
事
業
職
員
選
考
委
員
会

（
〒
５
２
９–

０
４
９
３
木
之
本
町
黒

田
１
２
２
１
番
地
）

【
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
】

　

封
筒
の
表
に『
看
護
師
職
受
験
申
込

書
請
求
』と
朱
書
き
し
、返
信
用
封
筒

（
定
型
外
封
筒［
角
型
２
号
］・
１
２
０

円
切
手
を
貼
付
し
て
宛
先・
郵
便
番
号

も
明
記
）を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

行
政
information

高
齢
者
保
健
福
祉
審
議
会
委
員
を
募
集

し
ま
す

問
高
齢
福
祉
介
護
課（
☎
６
５–

７
７
８
９
）

　
本
市
で
は「
第
５
期
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
な
が
は
ま
21（
長
浜
市
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画・介
護
保
険
事
業
計
画
）」に
基
づ
き
、み
ん
な
で
支

え
合
い
、い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
長
寿
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
見
直
し
や
、今
後
の
高
齢
者
福
祉
事
業
の
推
進
に
つ

い
て
検
討
す
る
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象・人
数
】
65
歳
以
上
…
２
人
程
度

�

40
～
64
歳
…
２
人
程
度

【
応
募
資
格
】

　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

　
①
市
内
在
住
の
満
40
歳
以
上
の
人（
平
成
26
年
３
月
31
日
現
在
）

　
②�

高
齢
福
祉
、介
護
保
険
事
業
の
仕
組
み
や
地
域
で
の
取
組
み
に

関
心
が
高
く
、広
い
視
野
か
ら
の
意
見
や
提
言
を
し
て
い
た
だ

け
る
人

　
③
平
日
日
中
に
年
数
回
程
度
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
人

　
④�

国
や
地
方
公
共
団
体
の
職
員
や
議
会
議
員
で
な
い
人

【
任　
　
期
】
３
年

【
応
募
方
法
】

　

任
意
の
様
式
に�

①
住
所�

②
氏
名�

③
性
別�

④
年
齢�

⑤
電
話
番
号�

⑥
応
募
動
機
や
高
齢
者

の
介
護・福
祉
に
対
す
る
意
見
を
記
入
し
、持
参

ま
た
は
郵
便
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
で
担
当
課
ま

で
。

【
応
募
期
限
】
７
月
３
日（
水
）（
当
日
消
印
有
効
）

※
意
見
等
を
審
査
し
決
定
し
ま
す
。

　
市
で
は
、統
計
調
査
員
の
候
補
者
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
統
計
調
査
員
は
、各
種
統
計
調
査
に
お
い
て

調
査
票
の
配
付
や
回
収
、審
査
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　
統
計
調
査
は
、社
会
の
現
状
を
正
確
に
把
握

し
、将
来
の
日
本
を
考
え
る
た
め
に
、な
く
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
募
集
条
件
】

◦�

市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
人
で
、責
任
を

持
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行
で
き
る
人

◦�

税
務・
警
察・
選
挙
事
務
に
直
接
関
係
が
な

い
人

◦�

調
査
時
に
知
り
得
た
情
報
な
ど
の
秘
密
を

守
れ
る
人

※�

報
酬
は
調
査
の
内
容・
担
当
件
数
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

職種 看護師
採用予定人数 ５人程度

受験資格

昭和38年４月２日以降に生まれ、保健師助産師看護師法
（昭和23年法律第203号）による看護師免許有資格者また
は平成26年７月末日までに同資格取得見込みの人で市内
または近接地に居住でき、夜間等の緊急呼び出しに容易に
応じられ、交替勤務のできる人

試験会場 市立湖北病院

第１回 第２回 第３回 第４回
試験日 ８月24日（土）９月21日（土）10月19日（土）11月16日（土）
申込期限 ８月16日（金）９月13日（金）10月11日（金）11月８日（金）

行
政
information

統
計
調
査
員
の
候
補
者

を
募
集
し
て
い
ま
す

問
総
務
課（
☎
６
５–

６
５
０
３
）

提出先
高齢福祉介護課〈東別館１階〉
〒５２６－００３１��八幡東町６３２番地
６４－１４３７

Eメール �kourei-kaigo@city.nagahama.lg.jp
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（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、講座・教室・
イベントの情報をお届けします！

長浜市浅井Ｂ＆Ｇ海洋センター　イベント情報

市民体育館　夏のスポーツ教室情報

イベント名 日程 対象 受講料 定員 場所

第３回B&Gサマーカップ
フットサル大会

７月６日（土）
※雨天時は７日（日）
開会式９時～

県内の小学４～
６年生のチーム

１チーム
3,000円

15チーム
（先着順）

浅井ふれあいグラウンド
（大依町）

第７回B&Gカップ
グラウンド・ゴルフ大会

７月25日（木）
※雨天時は26日（金）
開会式９時15分～

一般 １人
700円

100人
（先着順）

魚つかみ大会
７月27日（土）

※雨天時は28日（日）
11時～

小学生以下と
その保護者

１人
600円

100人
（先着順）

浅井文化スポーツ公園
人工河川（大依町）

【申込み】� ６月16日（日）から浅井B&G海洋センターで受付を開始します。（電話予約はできません）
� 参加費を添えて申込みください。定員になり次第受付を終了します。
【その他】� 自己都合でキャンセルする場合、参加費は原則としてお返しできません。
� 定員に満たないときは、開催しない場合もあります。（この場合、参加費は返金します。）
問 申（公財）長浜文化スポーツ振興事業団〈浅井B&G海洋センター内〉（☎７４－３３５５）

教室名 日程 対象 受講料 定員 場所 申込開始日

こども水泳教室 ７月31日（水）～８月６日（火）
９時～10時

小学２～６年生以上
（泳ぎの苦手な人）

8,000円
全７回

80人
（先着順） 長浜市民プール

（港町）

６月26日（水）

こども水球教室 ８月６日（火）～11日（日）
17時～18時

小学３～６年生
（25m以上泳げる人）

2,000円
全６回

20人
（先着順） ７月８日（月）

【申込み】� 市民体育館（宮司町）まで受講料を添えて申込みください。（電話予約可）定員になり次第受付を終了します。
問 申（公財）長浜文化スポーツ振興事業団〈市民体育館内〉（☎６３－９８０６）

滋賀県選択無形民俗文化財
人形浄瑠璃「冨田人形」夏公演
【と　き】� ７月28日（日）14時開演（13時30分開場）　
【ところ】� 湖北文化ホール（湖北町速水）
【入場料】� 一般1,000円（当日1,200円）、夏・秋共通券1,500円
� 高校生以下無料
【前売所】�長浜文化芸術会館、浅井文化ホール、リュートプラザ、湖北文化ホー

ル、曳山博物館

長浜市民プール
アルバイト募集！
【場所】長浜市民プール（港町）
【内容】遊泳者の監視、受付ほか
【賃金】監視員6,400円/日
　　　 受付員6,000円/日
【期間】７月13日（土）～
　　　 ８月26日（月）
【時間】８時30分～17時30分
【面接】６月30日（日）、７月７日（日）
　　　 両日とも10時～
※申込時に希望する面接日をお知らせく
ださい。また、面接時に勤務可能日をお
聞きします。

問 申（公財）長浜文化スポーツ振興事業団
　　�〈市民体育館内〉（☎６３－９８０６）

ぶんスポちゃんねる！ 図書館だより
本は市内すべての図書館で予約・取り寄せできます。

新しく入った本のなかから・・・

山田　洋一/編著
学陽書房

　若い教師のためと銘打っていますが、
そうでない人にも役立つ一冊。愛される
あなたになるために、社会のルールや人
づきあいの極意を知ることは、学校以外
の様々な場面でも必要です。朝の挨拶は
二度言う、オチから話す、「五・七・五」
で会話のトレーニングなど笑えるネタが
満載です。

毎日新聞夕刊編集部/編　
須飼　秀和/画
岩波書店

　40人の作家たちが綴る、ふるさとの思
い出。幼少期や学生時代のエピソードと、
優しい色合いで描かれた挿画の数々。夕
焼け空や田んぼ道、まぶしい夏の太陽や
高く積もった雪など、作家の回想とそれ
を彩る挿画に「ああ、そうだった」と思
わず共感することも。

『私だけのふるさと
～作家たちの原風景』

『必ず知っておきたい
若い教師のための職員室ルール』

『世界をぼうけん！地図の
絵本  WORLD ATLAS』

長浜図書館 ☎63 - 2122
浅井図書館 ☎74 - 3311
びわ図書館 ☎72 - 4305
虎姫図書館 ☎73 - 2335
湖北図書館 ☎78 - 1687
高月図書館 ☎85 - 4600

休館日・開館時間（●：休館日）� ※毎月最終水曜日は資料整理のため全館休館です
館名 月 火 水 木 金 土 日 祝 開館時間
長浜 ● 10時～19時（土日祝 ９時～18時）
浅井 ● ● 10時～18時
びわ ● 10時～18時（金曜日 10時～20時）
虎姫 ● ● ●

10時～18時湖北 ● ● ●
高月 ●

ニック・クレイン/文章
デビッド・ディーン/イラスト

実業之日本社
　ぼくらの地球がうまれたキセキ･･･　
それは宇宙のかたすみでおきた小さな爆
発からはじまりました。そんな地球をイ
ラストいっぱいの地図で冒険してみよ
う。折りたたまれたページを開くと、世
界のまめ知識がたっぷり。大西洋が真ん
中の世界地図もついています。

本
BOOK

�長浜市立図書館 検索
◆図書館のホームページへは…

おいでよ！夏休みは図書館へ　Ｈ25年度子どもと本をつなぐけやきっ子講座【子ども編】 

この夏も体験や講座などの催しがいっぱいです！ぜひご参加ください。
7月6日(土)から全館で申込受付を開始します。持ち物など詳細は申込み時に問合せください。

行　事 日　時 会 場 内　容 対象・定員

子ども１日図書館員

７月23日(火)�虎姫� ７月24日(水)�高月
８月１日(木)��浅井� ８月６日(火)��長浜
８月７日(水)��びわ� ８月８日(木)��湖北

図書館カウンターの
仕事や本の整理、

本のカバーかけなどを体験
市内小学5・6年生

各館5人
いずれも10時～ 15時

司書がおすすめ！
　この夏のピカイチ本 7月15日(月・祝）��14時～ 15時 長浜 ブックトークで、

読みたくなる本と出会おう! 市内中学生20人

ポスターと絵の教室
　講師：美濃部�幸代氏 7月28日(日)��13時～ 15時 湖北 ポスター・絵を楽しく描こう! 市内小学生15人

※低学年は保護者同伴
工作教室
　講師：横田　睦氏 8月2日(金)��10時～ 12時 高月 ペットボトルであんどんを

つくろう!
市内小学生15人
※低学年は保護者同伴

自由研究講座
　講師：植田　潤氏 8月4日(日)��10時15分～ 12時 びわ 自由研究に役立つ話と簡単な工作 市内小学生15人

※保護者同伴可

問 申（公財）長浜文化スポーツ
振興事業団
〈長浜文化芸術会館内〉
（☎６３－７４００）

リサイクルブックフェア開催 !!
複数ある本や古くなった本などを無償でお譲りします。
どなたでも自由にお持ち帰りいただけます。

▪日 時：７月１日（月）～７月14日（日）��10時～ 18時　
　　　　　※水・木曜日は休館日です。
▪会 場：虎姫図書館（生きがいセンターホール内）　
◎詳しくはお近くの図書館まで。
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ほけんだより 健康推進課
市役所東別館６階　☎65－7779

保健センター高月分室（高月支所西側）
☎85－6420

保健センター浅井分室
（浅井支所内：内保町）

※�予防接種・健診会場の各センターを
記号で表示しています。

高月 浅井

医療機関での特定健診受診は７月から９月に！

風しんの予防接種費用を助成します
先天性風しん症候群から未来の赤ちゃんを守りましょう

【対 象 者】�長浜市に住民登録がある人で次のいずれかに該当する人
� 　（1）満19歳以上の妊娠を予定している女性
� 　（2）妊娠している女性の同居の家族
� 　�　ただし、これまでに風しんにかかったことがある人、過去に

風しんの予防接種を２回受けた人、妊娠中の人を除きます。

【助成金額】��風しんワクチンまたは麻しん風しん混合ワクチンの予防接種にかかった費用の半額（上限5,000円）
� ※生活保護世帯は全額助成
� ※費用助成は１人１回
� 平成25年４月１日以降に接種された費用について助成しますので領収書を保管しておいてください。

助成期間、申請方法など詳しくは７月１日号でお知らせします。

６月は　　
「食育月間」

です
　特定健診の受診対象となる人に、５月末に受診券を送付しました。
　７月からお近くの医療機関でも受診できます。
　ご自身の健康のため、ぜひ受診してください。
＜医療機関での受診について＞
予　約�：受診券に同封した案内チラシに記載された医療機関に予約してください。
持ち物�：特定健診受診券、保険証

　この機会に、食の大
切さを考えてみません
か？まずは、朝ごはん
で元気な一日を始めま
しょう！

妊娠中・育児についての相談は……

集団予防接種 受付時間 13 時～ 14 時 15 分　受付開始 13 時までは、並んでお待ちください。

乳幼児健診 受付時間13時～14時15分　受付開始13時までは、並んでお待ちください。

離乳食教室の参加者募集 離乳食の作り方や進め方についての教室です。

個別予防接種 各医療機関で実施します。

ほけんだよりに関する問合せは、健康推進課（☎65-7779）、保健センター高月分室（☎85-6420）へ

４か月児健診、10か月児健診では、「ブックスタート」の案内をしています。
【持ち物】 各健診共通：母子健康手帳、質問票（受付時に母子手帳と質問票をお預かりします。ご準備ください）
� ４か月児健診：バスタオル
� １歳８か月児健診：お子さんの歯ブラシとコップ
� ２歳８か月児健診：お子さんの歯ブラシとコップ、聴覚検査結果表
� ３歳８か月児健診：お子さんの歯ブラシとコップ、お子さんの尿（清潔な容器に入れてお持ちください）
※�乳幼児健診はお住まいの地区別に会場を指定して実施していますが、別の会場で受診する場合は、２日前までに連絡して
ください。※通訳が必要な人は、通訳の欄に○が付いた日にお越しください。

それぞれの会場で月１回開催します。
※開催日の３日前までに申込みください。申込み後の通知はありませんので、当日は会場に直接お越しください。

【内　容】離乳食の調理見学（立ち見です）、月齢に応じた離乳食の話、保護者による試食
【持ち物】参加費（100円）、母子健康手帳、抱っこひも等楽に見学できるもの、その他お子さんとお出かけの際に必要なもの

※相談日の２日前までに申込みください。

対象と定員 日時 会場 申込先

生後6～8か月のお子さんと保護者
(地区の指定はありません)
定員/20組（先着順）

7月� 2日（火）
10時～受付、10時30分開始 高月

健康推進課
☎65－77797月12日（金）

10時～受付、10時30分開始 六角館

対象 相談日 通訳 会場 申込先

長浜地区（北郷里小学校区以外）にお住まいの人 7月25日（木） ○ サンサン
ランド 健康推進課

☎65－7779浅井、びわ、虎姫、長浜地区（北郷里小学校区）にお住まいの人 7月� 8日（月） 浅井

湖北、高月、木之本、余呉、西浅井地区にお住まいの人 7月18日（木） 高月 保健センター高月分室
☎85－6420

健診名
対象児の生年月日

　※すでに受診されたお子さん
　　は除きます

長浜・浅井・びわ・
虎姫地区のお子さん

湖北・高月・木之本・余呉・
西浅井地区のお子さん

健診日 通訳 会場 健診日 会場

４か月児健診

Ｈ25年� 2月� 1日～15日生 6月26日(水) ○

浅井

6月24日(月)

高月

Ｈ25年� 2月16日～28日生 6月28日(金)
Ｈ25年� 3月� 1日～15日生 7月24日(水) ○ 7月29日(月)Ｈ25年� 3月16日～31日生 7月26日(金)

10か月児健診

Ｈ24年� 8月� 1日～15日生 6月21日(金) ○ 6月20日(木)Ｈ24年� 8月16日～31日生 6月24日(月)
Ｈ24年� 9月� 1日～15日生 7月18日(木) ○ 7月23日(火)Ｈ24年� 9月16日～30日生 7月19日(金)

１歳８か月児健診 Ｈ23年11月� 1日～15日生 7月16日(火) ○ 7月16日(火)Ｈ23年11月16日～30日生 7月17日(水)

２歳８か月児健診 Ｈ22年11月� 1日～15日生 7月10日(水) ○ 7月� 9日(火)Ｈ22年11月16日～30日生 7月11日(木)

３歳８か月児健診 Ｈ21年11月� 1日～15日生 7月� 2日(火) ○ 7月� 3日(水)Ｈ21年11月16日～30日生 7月� 4日(木)

連　　絡　　先 健康推進課
☎65－7779

保健センター高月分室
☎85－6420

《BCG（結核）》
【持ち物】 母子健康手帳、体温計、
� 予診票（すこやか手帳内にあります）

【定期の予防接種】ヒブ感染症、小児の肺炎球菌感染症、四種混合、
� 三種混合､ 不活化ポリオ、麻しん･風しん､ 日本脳炎、二種混合､
� ヒトパピローマウイルス感染症（子宮頸がん予防）

【持ち物】母子健康手帳、保険証、委任状（保護者以外が同伴の場合）
※要予約（直接医療機関にご予約ください）、料金無料（年齢が対象外の人は実費）

　予防接種は、ワクチンごとに接種の間
隔・時期が定められていますので、適
切に接種できるようスケジュールを立
てましょう。

【特に留意が必要な種類】
ヒブ感染症
＜初回＞４～８週の間隔
＜追加＞初回終了後７～ 13か月の間隔

接種年齢 接種日 通訳 会場

生後３か月から１歳になる１日前
（標準：生後５～８か月齢）

７月� 1日(月) 高月

６月25日(火) ○ 浅井

！

感染予防を心がけましょう！
・できるだけ人ごみを避ける。
・手洗い・うがいの励行。
・マスクの着用、咳エチケット。
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市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報室（☎６５－６５０４）までご連絡ください。情報ひろば

♦子どものためのミニコンサート
生の演奏を聴いて豊かな心を育みま
しょう。

【と　き】 ６月29日（土）10時～約45
分間（９時45分開場）

【ところ】 六荘公民館（勝町）
【内　容】 子どものためのクラシック
� アニメソング
� 音楽による絵本読み聞かせ

【対　象】 １歳～小学校低学年の子ど
もと保護者

※入場無料、申込不要。
問ひよこ乳児保育園（☎６３－８８９２）

◆とんてんかんin鍛冶屋!!
鍛冶で栄えたまち「鍛冶屋町」で、文化
財の鍛冶小屋での鍛冶体験、鉄工芸・絵
画・写真などの作品展、田舎料理バイキ
ングなど楽しいイベント盛りだくさん。

【と　き】 ６月22日（土）10時～17時
� ６月23日（日）10時～15時

【ところ】 坐外堂、まんよ鍛冶小屋（鍛
冶屋町）

※ペーパーナイフ作り鍛冶体験は有料
（1,500円）
要事前予約（☎０９０－１９８３－４７２２
山田）22日①10時30分②13時③15
時30分、23日①10時30分②13時

問とんてんかん鍛冶屋実行委員会
　（☎７４－３０８１）

◆あじさい祭り
あじさいの苗木の販売や、各種模擬店、
巻きずしづくり、木工、デコマグネッ
トづくりなどが楽しめるイベントです。

【と　き】 ６月28日（金）～30日（日）
すべて10時～15時

【ところ】 はごろも市（余呉町下余呉）
問はごろも市（☎８６－３３１２）

◆長浜文化芸術協会余呉支部
　初夏の映画会
　「ただいま  それぞれの居場所」
全国の介護現場の実体を描いた映画の
鑑賞を通し、誰もが直面しうる介護の
問題について考えましょう。

【と　き】 ６月30日（日）10時～
【ところ】 余呉文化ホール
� （余呉町中之郷）

【入場料】 300円
問余呉文化ホール（☎８６－８１０７）

♦リンコ・マンスリーマルシェ
リサイクル・リユース品（衣類や雑貨
など）、手作り品、お菓子などを販売
するお店が約25店並びます。出店者も
随時募集中。

【と　き】 ６月30日（日）
� 10時～15時　※雨天中止

【ところ】勤労者福祉会館臨湖（港町）

問勤労者福祉会館臨湖
　（☎６５－２１２０）

◆七夕のつどい
短冊飾り、「ピュアブラス」によるミ
ニ演奏会などを楽しみましょう。

【と　き】 ７月３日（水）10時～11時
� （９時30分受付開始）
※休館日ですが、この時間のみ開館し
ます。

【ところ】 サンサンランド（地福寺町）
【対　象】 １歳以上の未就園児と保護

者（市内在住・在勤）
【定　員】 80組（先着順）
【参加費】 子ども１人100円（当日集金）
【申込み】 ６月17日（月）から電話また

は直接下記まで
問 申サンサンランド（☎６２―３７１２）

◆ごぼさん　夏中寄席
「ごぼさん参り」で落語を楽しみませ
んか。

【と　き】 ７月５日（金）
� 18時30分～（18時開場）

【ところ】 大通寺本堂（元浜町）
【入場料】 前売　1,300円
� 当日　1,500円
まちづくり役場でチケット販売中
問まちづくり役場（元浜町）
　（☎６５－３３３９）

講座・教室

◇小規模事業者・中小企業者向け
「すぐに実践！節電・省エネ対策セミ
ナー」
工場・店舗での具体的方策と実例を紹
介します。

【と　き】６月21日（金）
13時30分～15時30分

【ところ】勤労者福祉会館臨湖（港町）
【参加費】無料
【申込み】 ６月20日（木）までに①企業・

団体名②所在地③電話番号
④参加人数をFAXまたはE
メールで下記まで

問 申滋賀県地域エネルギー振興室
　（☎０７７－５２８－３７２１
　�FAX０７７－５２８－４８７０
　 Eメール fa0001@pref.shiga.lg.jp）

♦消費者トラブル講演会
ポータブルゲーム機やスマートフォン
に潜む危険～仕組みを知って被害を防
ごう～

【と　き】 ７月６日（土）
� 講演　13時30分～15時
� 質問　15時～15時30分

【ところ】 市民交流センター（地福寺町）
【講　師】 篠原　嘉一氏（NIT情報技術

推進ネットワーク代表）
※入場無料・申込不要
問消費生活相談室（☎６５－６５６７）

◆子育て支援講演会
【と　き】 ７月６日（土）10時～12時
【ところ】 長浜赤十字病院（宮前町）
【内　容】 助けたい！子どもの命！
� 一次救命処置（AEDの取扱い）

【対　象】 乳幼児を育児中の両親・家族
【定　員】 50人（先着順）
【申込み】 ６月28日（金）までに電話で

下記まで※託児あり（要申
込）

※参加費無料
問長浜赤十字病院社会課
　（☎６３－２１１１）

◆シニア対象講習会
【対　象】 55歳以上の県内在住者で講

習に係る就業を希望する人
（ハローワークで求職登録が
必要です）

【受講料】 無料
○フォークリフト技能講習

【と　き】 ７月19日（金）～26日（金）
� 土日除く６日間
� ８時～17時

【ところ】 クレフィール湖東
� （東近江市平柳町）

【定　員】 20人　※要普通自動車免許
【申込締切】 ７月１日（月）必着

【面接日程】 ７月３日（水）10時～
� クレフィール湖東にて
○介護員初任者研修

【と　き】 ７月１日（月）～11月11日
（月）のうち35日間

� ９時30分～16時30分
� ※日程は問合せください

【ところ】 龍谷大学（大津市瀬田大江
町）

【定　員】 40人
【申込締切】 ６月20日（木）必着
【面接日程】 ６月24日（月）10時～
� 龍谷大学にて
※詳しくは問合せください。
問滋賀県シルバー人材センター連合会
　（☎０７７－５２５－４１２８）

◆読み聞かせボランティア養成セ
ミナー
セミナー終了後は「ジーバーぽこぽこ」
というシニアボランティアグループで
活動していただきます。小学校等での
絵本の読み聞かせを通して「頭と心と
体の健康づくり」を始めませんか。

【期　間】 ７月25日～９月19日の毎週
木曜日　※８月15日・22日
除く全７回

【時　間】 全日程９時30分～11時30分
【ところ】 市役所浅井支所（内保町）
【対　象】 市内在住で60歳以上、自身

の健康づくりのために読み
聞かせボランティアを行う
意欲のある人

【定　員】 15人
【申込み】 ７月12日（金）までに電話ま

たはFAXでジーバーぽこぽ
こ会長�川上由明（☎/FAX
６３－５２５６）

問健康推進課（☎６５－７７７９）

募　集

♦長浜新川クリーンアップ作戦
　ボランティア募集

【と　き】 ７月７日（日）※小雨決行
� ８時～２時間程度

【集合場所】 六荘公民館（勝町）
【内　容】 ゴミ拾い、草刈り
【持ち物】 草刈り機（お持ちの人）、カ

マ、熊手等
【申込み】 ７月３日（水）までに電話で

下記まで（ボランティア保
険加入のため）

※ゴミ拾いは当日も受付けます
問 申滋賀県長浜土木事務所河川砂防課
　（☎６５－６６３９）

◆ココクール　マザーレイク・
　セレクション2013 候補募集中
滋賀ならではの資源や素材を活かし、
心の豊かさや上質な暮らしぶりといっ

た「滋賀独自の価値観」を伝える商品・
サービスを県内外に発信する「ココ
クール　マザーレイク・セレクショ
ン」。今年度の候補を自薦・他薦によ
り募集します。

【募集期間】７月16日（火）
【応募方法】
①「ココクール　マザーレイク・セレ
クション」専用サイトから
http://www.shigaplaza.or.jp/
selection/
②募集チラシ裏面の推薦様式を郵送ま
たはFAX
※詳細は上記サイトをご覧ください。
問滋賀県商工政策課
　（☎０７７－５２８－３７１５）

不用品交換情報（６月１日現在）
♦ください（無料）
○ベビーベッド○子ども用ダイニン
グ○防音機材○ウィンドクーラー○
ワープロ○室内用ジャングルジム○
飼育用水槽○ビデオデッキ○オルガ
ン○携帯用充電器○工業用大型ミシ
ン○マッサージチェアー○自転車（婦
人用・子ども用）○バイク用ヘルメッ
ト○子ども用布団○一輪車○耐火用
金庫○６畳用の上敷き○卓上ミシン
○車椅子○ベッド○熊の置物○電動
アシスト付自転車○プロパン用ガス
レンジ○冷蔵庫
♦ゆずってください（有料）
○自転車（大人用・子ども用）○防
音機材○エレクトーン（USB対応）
○６畳用の上敷き○電動アシスト付
自転車○ミニ耕運機○冷蔵庫
♦あげます（無料）
○本棚○電気鍋○犬小屋○古いトラ
ンク
♦ゆずります（有料）
○自転車（子ども用）○回転モップ
○ランドセル（黒）○デスク付き本
棚○ガーデンシュレッダー○ベッド
用補助テーブル○ワープロ
※現物は保管していません。
問環境保全課（☎６５−６５１３）

催し・行事

行
政
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がんフォーラム・公開講座のお知らせ
問 市立長浜病院がん対策推進事業部（☎６８－２３５４）

第６回　市立長浜病院がんフォーラム
　近年、注目を集めている「がんを切らずに治す」放
射線治療について紹介します。
【と　き】７月７日（日）13時30分～16時30分
【ところ】長浜文化芸術会館（大島町）
【内　容】
　特別講演「がん治療の切り札：放射線治療」
　講　　演「市立長浜病院で受けられる放射線治療」
　　　　　「初診から放射線治療が終わるまで
　　　　　　　　一連の流れを知ろう！」
　体験発表「放射線治療を受けた患者さんの声」
【申込み】�７月５日（金）までに氏名と電話番号を右記ま

でお知らせください。
※当日参加も可能です。
※参加費無料、どなたでも参加していただけます。

がん・緩和ケアシリーズ第２回公開講座
　２人に１人はがんになる時代、がんを知り、がん
と向き合うための公開講座です。
【と　き】７月４日（木）17時30分～19時
【ところ】市立長浜病院本館２階講堂（大戌亥町）
【テーマ】婦人科がんになったら
【講　師】桂大輔医師（産婦人科副医長）
※�参加費無料・申込不要。どなたでも参加していただけま
す。直接会場にお越しください。

問合せ・がんフォーラム申込先
市立長浜病院　がん対策推進事業部
☎６８－２３５４＜直通＞
６５－２７３０

Eメール �chiikigan@nagahama-hp.jp

ゆかた寄付のお願い
　長浜市民国際交流協会では、ゆ
かた（大人用・子ども用）、帯、下
駄、腰ひもの寄付をお願いしてい
ます。
　寄付いただいたゆかたは、外国
人も参加できる「ゆかた着付け教
室」（７月14日（日）・28日（日）に
開催）で使用します。
問長浜国際交流ハウスGEO
　神照町519番地
　☎/FAX６３－４４００
　木曜日休館
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「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流セ
ンターや図書館、公民館など市の公共施設にも設置しています。市のホームページでもご覧
いただけます。点字広報、声の広報を作成していますので、ご希望の人は市民広報室まで。

平
成

25年
６

月
15日

発
行

／
編

集
・

発
行

　
長

浜
市

市
民

広
報

室
〒

526-8501滋
賀

県
長

浜
市

高
田

町
12 -34　

TEL 0749
-62

-4111　
FAX 0749

-63
-4111

http://w
w

w
.city.nagaham

a.shiga.jp　
e-m

ail:kouhou@
city.nagaham

a.lg.jp
広

報
 な

が
は

ま
2013. 6/15

  V
ol.088

ながはま 見聞録 Nagahama Hotnews
このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報室（☎65−6504）までお知らせください。
市公式Facebookページではさらに詳しくみることができます。
https://www.facebook.com/nagahama.hotnews 「長浜　ほっとにゅーす」 検索

５月19日（日）
認知症を知り、みんなで支えあう地域をめざして
　認知症の人への対応の仕方を住民みんなで共有しようと、速水自
治会が「まち歩き声かけ体験訓練」を行いました。
　訓練では、認知症の人が徘徊し、行方が分からないという想定で、
参加者50人が手分けして町内を捜索。発見すると、事前の研修で学
んだ「①驚かせない②急がせない③自尊心を傷つけない」というポ
イントに注意しながら声をかけ保護しました。
　参加者たちは、日頃からの見守り・声掛けの大切さを再認識して
いました。

５月25日（土）・26日（日）
歴史でまちを盛り上げよう
　歴史や文化を通して地域活性化に取り組む民間団体を表彰する
「戦国歴史アワードIN長浜」が来年５月に開催されることを周知し
ようと、そのプレイベントが開催されました。
　中心市街地では、地元のアーティストによる音楽イベントや、戦
国グッズの販売、特別メニューの食べ歩きが楽しめる「秀吉バル」
が２日間にわたって行われたほか、26日には作家で経済評論家の堺
屋太一氏による記念講演が行われ、多くの人が聴講に訪れました。

５月26日（日）
「元三大師」を田んぼに描こう
　虎姫地域づくり協議会が、葉の色が異なる種類の米を使って広大
な田んぼに絵を描く「田んぼアート」に挑戦しようと、地域の人た
ち150人が田植えを行いました。
　デザインは、地元が誇る偉人「元三大師」の化身である厄よけの「角
大師のお札」。
　参加者らは、来月にも稲が成長して浮かび上がる絵のイメージを
膨らませながら、晴天の下田植えを楽しみました。
　およそ縦100ｍ横40ｍの田んぼの絵は、９月末まで虎御前山の山
頂から見ることができる予定です。

６月２日（日）
自己記録更新をめざして
　長浜市陸上競技大会が浅井ふれあいグラウンドで開催され、ス
ポーツ少年団の陸上クラブに所属する児童や、中学校の陸上部の生
徒を中心に、小学４年生から一般まで、合わせて445人の選手が出
場しました。
　この日は、少し蒸し暑い日となりましたが、練習の成果を発揮し
ようとスタートラインにつく選手たちは真剣そのもの。中学男子
400mなどで大会新記録が更新され、奮闘が光りました。
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